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研究成果の概要（和文）：  

 
 本研究では，心理サポート中の心理的変化を心理尺度（心理的競技能力診断検査：DIPCA）
とサポート記録（選手との会話の詳細）を用いて検討した．また，心理的スキルに対する
主観的重要度（SI）に注目し， DIPCA得点の変化がどのような背景によってなされるのか
について検討した．介入の結果，DIPCA 得点や SIの評価に変化がみられ，競技場面におけ
る自身の受け止め方にも変容がみられた．アスリートにとって心理専門家との関わりは，
単に心理的スキルの向上だけでなく，自己評価を行う際の判断基準や心理的スキルに対す
る価値観などにも影響を与えていることが明らかとなった． 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
 This study investigated psychological changes in athletes while they were receiving 
a psychological intervention. For this purpose, the Diagnostic Inventory of 
Psychological Competitive Ability for Athletes (DIPCA) was administered. Interviews 
of athletes provided supplementary data. This study focused on subjective importance 
(SI) of psychological skills because it was believed to be responsible for changes 
in DIPCA scores. The intervention was found to improve DIPCA scores, evaluation of 
SI, and self-acceptance in a competitive environment. This study showed that the 
relationship between athletes and psychological professionals contributed to 
improvement in not only the athletes’ psychological skills but also changing their 
valuation basis, self-concept, etc. 
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１．研究開始当初の背景 

 競技スポーツにおいて，技術・体力ととも
に心理面の強化も重要であることはすでに
周知の事実である．心理面の強化を意図して
行うメンタルトレーニング（以下 MT：Mental 
Training）が対象とする要因としては，競技
意欲の向上，緊張・不安のコントロール，集
中力の向上，自信をつける，心理的コンディ
ショニング，チームワークの向上などがある
（中込ら，2007）．これらの要因は競技スポ
ーツで高い成果を実現する上で必要とされ
る心理的側面（心理的スキル）と考えられ，
MT ではこれらの心理的スキルの向上を目的
として技法を指導していく．  
 徳永（1988，1994, 1999）は，アスリート
が競技場面で必要とする精神力を「心理的競
技能力」と定義し，それを測定する心理的競
技能力診断検査 （以下 DIPCA：Diagnostic 
Inventory of Psychological Competitive 
Ability for Athletes）を開発した（表 1）． 
DIPCAは上記の心理的スキルを測定し，MTの
介入方針の検討や介入成果をみる有効なツ
ールとして広く用いられている．例えば，徳
永ら（1994）は，競技特有の心理的特性を明
らかにする目的で，準硬式野球大会に参加し
たアスリートを対象として，アスリートの諸
特性（経験年数，学年，ポジション，競技成
績等）による得点の比較を行っている．その
他にも競技種目別の得点比較や特定の競技
種目に特化して検討している研究の多くに
DIPCA は使用されている（柳・谷，1995；和
多野，2003；半田・高田，2004；平木ら，2007
など）．これらの研究は，各心理的スキルで
目標とすべき尺度得点の値や，競技種目別の
理想とするプロフィールを明らかにするこ
とで，MTの介入方針の検討に貢献している． 

  

一方，村上ら（2000）は，テニスのアスリ
ートを対象とした約 3か月 20回に渡る MTに
よる介入を実施し，介入前後で DIPCA得点を
用いて MT の効果を評価・考察している．こ
の他にも硬式野球（藤原，2005），弓道（岩
崎，2005），柔道（岩崎，2005），バスケット
ボール（石村，2005）などのアスリートやサ
ッカー審判（立谷，2005）を対象とした事例
なども同様に，介入前後による DIPCA得点の
変化から MT の効果を評価・考察している．
このように MT の心理的スキル向上に対する

効果を客観的に評価する指標として，DIPCA
の有用性は確認されている．しかしながら，
これまで DIPCAを使用した研究のほとんどが
DIPCA を量的変数としてのみ扱っており，MT
の実施効果についての検討は量的変数から
の考察のみにとどまっているのが現状であ
る． 
 これまで DIPCAを使用した実践報告を概観
すると立谷（2005）や岩崎（2005）などの事
例で示されているように，一部の下位尺度得
点において，介入後で得点が低下する現象が
見受けられる．しかし，これまで行われてき
た量的変数の検討だけでは，提供した MT 技
法がその心理的スキル（DIPCA の尺度得点）
の向上に効果がないのか，MTを通してアスリ
ートの各心理的スキルに対する意味や価値
が変容した結果，得点が低下したのか判断で
きない．中込（1994）は技法中心の MT によ
る各種の心理的スキルの習熟だけでなく，心
身の｢気づき｣そして自身の行為への「意図
性」の高まりといった副次的効果の重要性に
注目している．また，実際に MT を行ってい
ると内田ら（2007）の報告が示すようにアス
リートから肯定的な心理的変化が報告され
ているにも関わらず DIPCA得点は変化しない
ことをしばしば経験する．心理専門家による
一方的な技法の指導に留まらず，アスリート
と心理専門家間の相互作用的関係の上で進
められた MT では，心理的スキルの向上だけ
でなく，心理的スキルの価値や自己概念など
の心理的側面にも影響を与えている印象を
受ける．量的変数による客観的評価と併せて，
アスリートの叙述を検討することは，MTによ
って影響を受ける心理的変数の発見や，提供
した MT 技法の妥当性検討に有益ではないか
と感じたことが本研究の背景にある． 
 
２．研究の目的 
 本研究は，アスリートと心理専門家間の相
互作用的関係を重視した MT の実践研究であ
る．アスリートの詳細な心理的変化を量的
（DIPCA得点）・質的（選手の発話）の両側面
から検討することで，MT の効果を検討する．
本研究では各心理的スキルに対する主観的
重要度（SI）に注目し，とくに心理的スキル
（DIPCA 得点）の変化がどのような要因や選
手の心理的成長によってなされたかについ
て中心に考察することとする．  
 
３．研究の方法 
(1)SIの競技種目類型による特徴 
 SIの競技特性を把握するために国民体育
大会に出場した選手 1085名（男性 687名，
女性 398名；平均年齢 21.8±7.43歳）のデ
ータを用いて，DIPCAで測定される 12個の

 

因子 下位尺度

競技意欲 忍耐力，闘争心，自己実現意欲，勝利意欲

精神の安定・集中 自己コントロール能力，リラックス能力，集中力

自信 自信，決断力

作戦能力 予測力，判断力

協調性 協調性

表1．　DIPCAの因子構成



SI（「1:まったく重要ではない」～「5:とて
も重要」の 5段階）について競技種目を 3群
に分類し，分散分析を行った． 
 
(2)事例の検討 
 本研究では，個別の MT介入を継続したア
スリートを対象とした．実際の MT介入方法
については，MT指導現場での現象にできるだ
け近づけるために臨機応変に MTの内容を変
え，アスリートの要望を優先させるアスリー
ト中心の関わりを基本とした．分析データと
しては，介入前後の DIPCA得点・SI（量的デ
ータ）と，介入中の逐語記録（質的データ）
を使用した．量的データの分析には SPSS 19
を使用し，質的データの分析は，複数の心理
専門家を交えた事例検討会やスーパーヴィ
ジョンにて複数回発表し，検討した． 
 
４．研究成果 
（1）SIの競技種目類型による特徴 
  競技種目を 3 群（記録型，個人対人型，
球技型）に分類し，分散分析を行った（表 2）．
分析の結果，DIPCAの 12下位尺度のうち 9下
位尺度において SI の群間で主効果が認めら
れた．多重比較の結果，記録型は自己実現意
欲・リラックス能力・集中力，球技型は予測
力・判断力・協調性で他種目類型よりも有意
に高い値を示した．個人対人型は闘争心・勝
利意欲・決断力・予測力・判断力において記
録型よりも有意な値を示し，自己実現意欲に
関しては，球技型よりも高い値を示した． 

記録型は個人種目で，自分自身のパフォー
マンス如何で結果が顕著に左右される種目
である．そのため意識の対象が自分に向きや
すく，主体性や自主性の評価に関連する自己
実現意欲や，リラックス能力や集中力といっ
た自身の身体や心の状態をコントロールす
ることが含まれる心理的スキルの重要性を
他の種目よりより感じると考えられる．一方，
球技型・個人対人型種目のようにチームメン

バーや対戦相手が自分のパフォーマンスに
強く関与してくる競技種目にとっては，決断
力・予測力・判断力といった状況に合わせて
動くといった心理的スキルが必要となる．こ
れらの結果から，心理的スキルは，各競技種
目により重要度が異なり，SIはそれぞれの競
技特性を明確に反映していると考えられる．  
 
(2)事例の検討 
①事例 A 
感情のコントロールができないといった

主訴で A（女性アスリート，個人対人型種目）
は来談した．A は，初回面接時に競技場面の
課題について「一気に色々言われると何を言
われたか覚えてないくらい感情的になって
しまう」と指導者からの指示 1つ 1つをすべ
て取り入れ，それに対応しようとするけれど
も，情報量が多すぎて対処できず混乱する様
子を語っていた．MTの期間中 Aは，提供した
MT 技法を通して自己統制感を失う出来事に
対する対処法を学び，繰り返し所属チームの
ことを語る中で，自分の置かれている状況に
対して様々な見方を加えられるようになり，
競技面での安定につなげていった．終結間近
では競技場面における自己統制感の欠如は
改善され，状況に合わせて主体的に戦術を取
捨選択できるようになった様子を語ってい
た． 
 DIPCA 得点において，本事例においても内
田ら（2007）が指摘しているようにいくつか
の心理的スキル（闘争心・勝利意欲・判断力）
で介入前後の得点低下がみられている．最も
得点の減少が大きい勝利意欲について Aに尋
ねると「前は『負けられない・勝ちたい』っ
て思っていたけど，最近は持っている力を全
部出したいと思うようになった」と勝利意欲
に対する意識の変化を語っている．また，勝
利意欲に対する SI も来談当初は「とても重
要」としていたのに対し，終結時には「まあ
まあ重要」と心理的スキルに対する価値の変

M （SD） M （SD） M （SD）

4.6 ( 0.72 ) 4.7 ( 0.65 ) 4.5 ( 0.68 ) n.s.

4.4 ( 0.88 ) 4.7 ( 0.61 ) 4.6 ( 0.63 ) 17.20 ** 記録型＜個人対人型・球技型

4.5 ( 0.78 ) 4.4 ( 0.80 ) 4.2 ( 0.88 ) 16.26 ** 記録型・個人対人型＞球技型

4.4 ( 0.89 ) 4.6 ( 0.72 ) 4.7 ( 0.64 ) 17.64 ** 記録型＜個人対人型・球技型

4.6 ( 0.64 ) 4.5 ( 0.74 ) 4.5 ( 0.70 ) n.s.

4.5 ( 0.73 ) 4.3 ( 0.80 ) 4.2 ( 0.85 ) 21.25 ** 記録型＞個人対人型・球技型

4.8 ( 0.52 ) 4.7 ( 0.65 ) 4.6 ( 0.64 ) 4.80 ** 記録型＞球技型

4.4 ( 0.80 ) 4.4 ( 0.83 ) 4.3 ( 0.80 ) n.s.

4.0 ( 0.97 ) 4.3 ( 0.85 ) 4.5 ( 0.73 ) 31.26 ** 記録型＜個人対人型・球技型

3.6 ( 1.11 ) 4.0 ( 1.02 ) 4.4 ( 0.80 ) 76.51 ** 記録型＜個人対人型＜球技型

4.0 ( 1.03 ) 4.3 ( 0.89 ) 4.5 ( 0.71 ) 52.70 ** 記録型＜個人対人型＜球技型

4.1 ( 1.11 ) 4.1 ( 1.15 ) 4.7 ( 0.62 ) 61.04 ** 記録型・個人対人型＜球技型

*　p < .05　　** p < .01

記録型

（455名）

表2．競技種目類型によるSIの分散分析結果

DIPCA下位尺度

重要度

重要度（多重比較結果）
個人対人型 球技型

F値（478名）

忍耐力

闘争心

自己実現意欲

勝利意欲

自己コントロール能力

（152名）

リラックス能力

集中力

自信

決断力

予測力

判断力

協調性



化を語っている（図 1・2）．他の尺度におい
ても，A にとっての優先順位が明確になり，
必要な戦術を取捨選択できるようになった A
の変化と重なる結果となっている． 
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図1．事例A 介入前後のDIPCA各下位尺度得点の変化

介入前

介入後
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図2．事例A 介入前後のDIPCA各下位尺度に対する重要度の変化

介入前

介入後

 
 
②事例 B 
 B（男性アスリート，記録型種目）はイメ
ージトレーニングに関心を持ち，来談した．
初回面談時に「イメージトレーニングを行お
うとした際に場面・場面は鮮明にイメージす
ることはできるが，流れとしてイメージをす
ることが難しい」とイメージの制御性の困難
（つながりの悪さ）を訴え，来談した．来談
当初の語りからは，イメージでの課題と同期
するように，ある特定の動きや感覚へ注意が
固着してしまい，動作全体の改善につながら
ず，むしろ認知・行動レベルでの混乱や自信
の低下に繋がっている様子を語っていた．介
入を行う中で Bは，自身の過剰な注意の偏り
に気づいていき，少しずつ自身の注意のあり
様を変容させる取り組みを行っていった．そ
して，注意の偏りに関して「自分の場合はあ
まり集中し過ぎると良くないというのは分
かってきたから，何となく意識するくらいの
受動的な注意がいいんだと思う」と Bにとっ
て望ましい集中の仕方について変化を語っ
た．さらに試合に対する意気込みを語る際に
「状況に合わせて対応していけることを強
みにしていきたい」と流れ（全体）を読んで
対応するという視野の広がり体感している
様子を語った． 
 事例 Bでは，介入中の変化と同期するよう
に全体的に DIPCA得点の増加がみられ，特に

状況判断に関する心理的スキル（判断力，予
測力，決断力）で得点が向上している．状況
を判断するためには，動きや感覚といった内
的な注意集中だけでなく，周りの状況やライ
バルとの位置関係などの外的な対象への注
意の集中も合わせて必要となる．SIにおいて
も集中力の価値が下がり，特定の感覚・動き
から動き全体へと注意のあり方が変化した B
の変化と重なる結果となっている．  
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図3．事例B 介入前後のDIPCA各下位尺度得点の変化

介入前

介入後
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図4．事例B 介入前後のDIPCA各下位尺度に対する重要度の変化

介入前

介入後

 
 
本研究の検討①において，競技種目によっ

て DIPCA得点 1点の重みづけが異なる可能性
が示唆され，SIは競技種目や個人の特性を考
慮しながら見立てを立てる際に有用な指標
として提案された．さらに検討②において，
心理的な介入は各心理的スキルの望ましい
あり方にも変容がみられることが示された．
アスリートにとって心理専門家との関わり
は，単に心理的スキルの向上だけでなく，自
己評価を行う際の判断基準や心理的スキル
に対する価値観などの心理的側面にも影響
を与えていることが明らかとなった． 
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